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日
本
共
産
党

　

浅
子　

け
い
子　

議
員

平
和
、
い
の
ち
を
守
り

　
　
　

中
小
企
業
に
支
援
を
！

＊

用

語

解

説

＊
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
…�

「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
版
教
科
書
」
の
略
。
教
科
書
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
画
面
上
で
文
字
と

音
声
を
連
動
さ
せ
る
。
読
む
こ
と
に
困
難
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
一
部
で
提
供
が
始
ま
っ
て
い
る
。

【
政
策
経
営
】
学
生
寮
と
し
て
の
活

用
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

等
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
る
。

し
か
し
、
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
を

実
施
し
、
さ
ら
に
都
と
の
建
物
利
用

の
協
議
が
必
要
と
な
る
。
今
後
は
、

大
学
や
地
域
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
た
十
分
な
調
査
を
行
い
、
施
設
の

有
効
利
用
を
検
討
し
て
い
く
。

大
学
施
設
を
借
用
す
る
際
の
ル
ー
ル

作
り
を

【
問
】
大
学
の
地
域
貢
献
へ
の
大
き

な
期
待
の
一
つ
は
、
区
民
が
大
学
施

設
を
利
用
で
き
る
こ
と
と
考
え
る
。

大
学
施
設
を
借
用
す
る
場
合
の
ル
ー

ル
を
作
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
足
立
区
に
開
学
す
る

大
学
は
、
地
域
文
化
等
と
の
協
働
・

連
携
を
実
施
す
る
開
か
れ
た
大
学
を

志
向
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
大

学
施
設
の
開
放
は
可
能
な
限
り
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
大
学
側
に
、
施
設
開
放
・
利

用
等
の
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
開
示
し

て
い
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

旧
第
十
六
中
学
校
等
を
新
た
な
街
づ

く
り
に
ふ
さ
わ
し
く
利
活
用
せ
よ

【
問
】
例
え
ば
旧
第
十
六
中
学
校
は
、

区
内
の
主
要
駅
に
近
く
、
特
に
希
少

性
が
高
い
好
条
件
の
土
地
・
建
物
で

あ
る
。
今
後
、
整
備
さ
れ
る
文
教
地

区
と
し
て
の
一
体
性
や
、
学
生
を
呼

び
込
ん
だ
新
た
な
街
づ
く
り
に
ふ
さ

わ
し
い
利
活
用
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
資
産
管
理
】主
要
駅
近
く
の
土
地
・

建
物
は
財
産
価
値
も
高
く
、
有
効
な

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

旧
第
十
六
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

北
千
住
駅
至
近
に
あ
り
、
東
京
電
機

大
学
開
学
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

産
学
公
連
携
と
関
連
さ
せ
、
北
千
住

駅
東
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
よ

う
計
画
案
を
策
定
し
て
い
く
。

最
新
の
求
人
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

提
供
す
る
こ
と
が
大
切

【
問
】
平
成
22
年
度
分
の
緊
急
雇
用

対
策
は
順
次
採
用
が
始
ま
っ
て
お
り
、

求
人
一
覧
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
新
の
求
人

情
報
等
を
、
求
職
者
に
と
っ
て
わ
か

り
や
す
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

問
い
合
わ
せ
等
の
相
談
窓
口
の
設
置

も
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
わ
か
り
や
す
い
最
新

の
求
人
情
報
に
つ
い
て
、
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て
い
る
一
覧
表

の
ほ
か
に
、
そ
の
時
々
で
募
集
中
の

事
業
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
形
で
掲

載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、問
い
合
わ
せ
等
に
は
雇
用
・

生
活
総
合
相
談
窓
口
を
中
心
に
対
応

し
て
い
く
。

孤
独
死
対
策
に
企
業
の
協
力
と
「
あ

ん
し
ん
登
録
カ
ー
ド
」
を

【
問
】
孤
独
死
対
策
に
つ
い
て
、
企

業
に
協
力
を
求
め
、
企
業
が
啓
発
し

や
す
い
よ
う
、
行
政
が
側
面
か
ら
支

援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
単
身
世
帯
等
の
積
極
的
な

保
護
の
求
め
に
対
応
す
る
「（
仮
称
）

あ
ん
し
ん
登
録
カ
ー
ド
」
を
作
成
・

配
布
し
、
見
守
り
制
度
を
充
実
し
て

は
ど
う
か
。

【
福
祉
】
企
業
へ
の
啓
発
支
援
と
し

て
、
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
を
含

め
た
「
老
い
支
度
」
の
し
く
み
づ
く

り
等
の
取
り
組
み
の
中
で
、
資
料
提

供
や
出
前
講
座
等
を
行
っ
て
い
く
。

　
「
あ
ん
し
ん
登
録
カ
ー
ド
」
に
よ

る
見
守
り
に
つ
い
て
、
区
で
は
、
既

に
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

よ
る
「
お
は
よ
う
訪
問
事
業
」
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
松
戸
市
の

例
も
参
考
に
し
、
あ
ん
し
ん
協
力
員

等
と
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

病
院
難
民
を
救
え

【
問
】
入
院
患
者
は
概
ね
３
カ
月
を

目
途
に
、
入
院
先
の
医
師
か
ら
転
院

を
促
さ
れ
る
。
し
か
し
病
院
を
探
す

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
高
齢
者
と

な
る
と
さ
ら
に
厳
し
い
。
こ
う
し
た

病
院
難
民
に
つ
い
て
、
区
と
し
て
ど

の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の
か
。

【
福
祉
】
病
院
の
転
院
に
つ
い
て
は
、

病
院
・
病
床
、
保
証
人
の
確
保
の
問

題
が
あ
る
。
国
や
都
に
対
し
、
機
会

あ
る
ご
と
に
高
齢
入
院
患
者
の
窮
状

を
伝
え
、
打
開
策
の
検
討
を
訴
え
て

い
く
。

　

ま
た
、
保
証
人
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
高
齢
者

あ
ん
し
ん
生
活
支
援
事
業
」
が
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
さ
ら
に
使

い
や
す
く

【
問
】
障
が
い
者
が
安
心
し
て
外
出

す
る
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ

が
欠
か
せ
な
い
。
車
い
す
対
応
の
ト

イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
有
無
等
の

情
報
を
検
索
で
き
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
を
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
外
出
中
に
現
在
地
か
ら
検
索
で

き
る
よ
う
、
携
帯
電
話
版
の
作
成
に

も
取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
福
祉
】
区
内
公
共
施
設
等
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
状
況
は
、
現
在
「
障
が
い

者
の
し
お
り
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
で
の
検
索
は
、

利
便
性
向
上
の
面
で
、
重
要
と
考
え

る
。
今
後
、
表
示
方
法
等
を
検
討
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。

保
育
の
あ
り
方
を
改
善
せ
よ

【
問
】
区
独
自
の
施
策
と
し
て
、
平

成
22
年
度
に
小
規
模
保
育
室
を
５
カ

所
開
設
す
る
が
、
特
別
保
育
や
一
時

保
育
等
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格

差
や
、
保
育
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組
む
と
と

も
に
、
区
全
体
と
し
て
の
保
育
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
改
善
を
図
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
働
き
方
に
応
じ
た
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
視
点
か
ら
、
平
成
21
年

度
に
保
育
の
あ
り
方
を
見
直
し
た
こ

と
で
、
短
時
間
就
労
者
向
け
小
規
模

保
育
室
を
開
設
し
た
。
今
後
も
区
民

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
無

料
ク
ー
ポ
ン
」
を
継
続
せ
よ

【
問
】
わ
が
党
が
提
案
し
、
実
施
さ

れ
た
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
定
例
会
等
で
継
続
を
強
く
訴
え

て
き
た
。
区
は
工
夫
を
し
、
な
ん
と

し
て
も
事
業
の
継
続
を
す
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

【
衛
生
】
国
は
事
業
の
補
助
率
を
平

成
22
年
度
に
10
／
10
か
ら
１
／
２
に

削
減
し
た
。区
と
し
て
も
、無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
活
用
し
た
検
診
事
業
の
継

続
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
」
接

種
へ
の
助
成
を

【
問
】
わ
が
党
は
平
成
21
年
12
月
に
、

「
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

へ
の
助
成
を
求
め
る
要
望
書
」
を
区

長
に
提
出
し
た
。
接
種
費
用
の
助
成

を
行
う
自
治
体
が
全
国
各
地
で
相
次

い
で
い
る
。
予
防
で
き
る
唯
一
の
が

ん
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
の
、
予
防
ワ

ク
チ
ン
接
種
公
費
助
成
を
、
区
も
導

入
す
べ
き
と
強
く
訴
え
る
が
ど
う
か
。

【
衛
生
】
現
在
、
厚
労
省
の
厚
生
科

学
審
議
会
に
お
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
今
後
の
あ
り
方
や
費
用
負
担
等

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
国
・

都
・
区
の
財
政
負
担
の
あ
り
方
を
踏

ま
え
、
区
民
の
健
康
を
守
る
視
点
か

ら
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
学
習

に
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
活
用
を

【
問
】
区
で
は
、
既
に
全
て
の
学
校

に
パ
ソ
コ
ン
対
応
の
テ
レ
ビ
が
各
フ

ロ
ア
に
１
台
ず
つ
設
置
さ
れ
、
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
を
活
用
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
。
区
内
の
特
別
支
援
学

級
の
児
童
生
徒
は
、
平
成
22
年
４
月

現
在
で
780
人
で
あ
る
。
区
と
し
て
デ

イ
ジ
ー
教
科
書
の
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
教
育
指
導
】
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
等

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
に
お
い
て

調
査
研
究
中
で
あ
る
。
国
や
都
の
調

査
研
究
や
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
研
究
し
て
い
く
。

積
極
的
に
核
廃
絶
へ
の
行
動
を
と
れ

【
問
】
区
長
は
「
安
全
」
を
強
調
す

る
が
、
一
番
の
安
全
は
い
の
ち
や
暮

ら
し
の
大
本
が
平
和
で
あ
る
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
核
兵
器
廃
絶
へ

の
明
確
な
意
思
表
示
を
せ
ず
、
平
和

市
長
会
議
へ
の
加
盟
要
請
に
も
消
極

的
な
姿
勢
を
と
っ
て
き
た
。
積
極
的

に
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
行
動
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

【
総
務
】
平
和
市
長
会
議
に
よ
る

様
々
な
取
り
組
み
は
、
当
区
の
「
平

和
と
安
全
の
都
市
宣
言
」
の
理
念
に

沿
う
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
加
盟
に

向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
く
。

下
請
取
引
の
適
正
化
が
重
要
で
あ
る

【
問
】中
小
企
業
は
日
本
経
済
の「
根

幹
」
を
な
す
重
要
な
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
大
企
業
や
親
会
社
等
に

よ
る
「
単
価
た
た
き
」
等
に
よ
り
、

区
内
企
業
の
大
多
数
を
占
め
る
下
請

零
細
企
業
の
状
況
は
極
め
て
深
刻
で

あ
る
。
下
請
企
業
の
適
正
な
利
益
確

保
に
つ
い
て
、
区
の
認
識
を
問
う
。

【
産
業
経
済
】
下
請
中
小
企
業
振
興

法
の
趣
旨
に
も
あ
る
よ
う
に
、
中
小

企
業
が
適
正
な
利
益
等
を
得
る
た
め

に
は
、
中
小
事
業
者
が
努
力
す
べ
き

事
項
、
親
事
業
者
が
協
力
す
べ
き
事

項
等
を
双
方
が
踏
ま
え
、
適
切
な
協

議
が
必
要
と
考
え
る
。

中
小
企
業
へ
の
直
接
支
援
を
講
じ
よ

【
問
】
町
工
場
の
経
営
努
力
は
限
界

を
超
え
て
い
る
。町
工
場
の
技
能
は

一
度
失
わ
れ
る
と
二
度
と
取
り
戻
せ

ず
、
ゆ
え
に
直
接
支
援
が
必
要
で
あ

る
。
大
田
区
で
は
５
千
500
万
円
の
予

算
を
組
み
、
経
営
革
新
や
販
路
拡
大

等
、
実
態
に
あ
っ
た
支
援
が
歓
迎
さ

れ
て
い
る
。
当
区
も
こ
う
し
た
角
度
か

ら
直
接
支
援
を
行
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
産
業
経
済
】
区
内
中
小
企
業
の
経

営
強
化
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

他
自
治
体
の
支
援
制
度
を
参
考
に
し

つ
つ
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し

た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

【
問
】
国
庫
負
担
率
が
半
減
さ
れ
、

１
人
あ
た
り
の
保
険
料
は
１
９
８
０

年
代
の
２
倍
に
な
っ
た
。
区
は
、
国

庫
補
助
金
の
増
額
だ
け
で
は
な
く
、

国
庫
負
担
率
も
元
に
戻
す
よ
う
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
取
り
上
げ
が
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
今
年
４

月
、
厚
生
労
働
大
臣
は
「
払
え
る
の

に
払
わ
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
以

外
に
は
慎
重
に
対
応
す
る
」
と
答
弁

し
た
。
現
在
、
区
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、
９
月
末
期
限

の
短
期
証
を
発
行
し
て
い
る
が
、
10

月
以
降
も
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
区
民
】
国
庫
負
担
の
拡
充
を
毎
年


